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１　会議の開催日時及び場所
日時：令和元年１０月２５日（金）１４時００分～１５時４０分
場所：福岡県筑紫総合庁舎２階大会議室

２　出席委員
　別紙委員名簿のとおり（出席者：出席委員１７名、欠席０名）

３　議事概要
　（１）議長選出について
　　　委員からの推薦により石橋委員が議長に選出された。

　（２）福岡県外来医療計画について
　　　以下の配布資料に基づき事務局から説明を行った。
委員から外来医療計画に病院の外来部門が入っていないことについて質問があり、アドバイザーから、病院の外来については、国でも協議は行われているが、今回は診療所が対象との説明があった。
委員から診療科における専門性が反映されていないことや、アクセシビリティについて質問があり、アドバイザーから、今回のデータには専門科のデータがないため反映できなかったこと、アクセシビリティには交通事情が反映されていること、今回の分析では、当地域については特に問題はないことの説明があった。
委員から有床診療所は、外来のみでなく入院機能も担っているので無床診療所と分けるべきとの意見があった。
　　　委員から筑紫区域は、隣接する医療圏へのアクセスが良いため患者の流出があり、機能によって充足していなくても足りないとは言えないのではないかという意見があった。アドバイザーからは、地域に必要な機能が流出を考慮しても不足するものがないか協議していただきたい旨の助言があった。
外来医療計画の見直し時期について質問があり、事務局から医療計画に合わせるため、当初は４年後、その後は３年で見直すとの説明があった。
委員から産科の１医療機関が廃止されているが、管内人口を考えたら不足するのではないかとの意見があった。

　　　資料１　福岡県外来医療計画について
　　　資料２　医療計画（外来医療計画）策定スケジュール
　　　資料３　外来医療計画策定のための資料集（別添①～⑧）
参考資料１　外来医療に係る医療供給体制の確保に関するガイドライン
　　
　
　（３）地域医療構想の推進について
　　　以下の配布資料に基づき事務局から説明を行った。
　　　
　　資料４　　　厚生労働省から再編統合の必要性も含め具体的対応方針の再検証が必要として公表された公的医療機関等について
資料５　　　２０２５年に向けた具体的対応方針の策定について
資料６－１　平成３０年度病床機能報告について
資料６－２　現状の病床数と必要病床数の推計値の比較
資料６－３　病床機能報告H２９・H３０比較表（医療機関別）
資料６－４　平成３０年度病床機能報告（病院＿病棟票）
資料６－５　平成３０年度病床機能報告（有床診療所＿施設票）
資料６－６　一般病床・療養病床で算定する入院基本料・特定入院料および届出病床数

　　　資料の説明については、委員からの質問や意見はなかった。
　
＜以下、非公開＞-----------------------------------------------------------

　　

